
電気用品安全法の解釈 － 対象非対象関係 

      平成３０年８月８日 製品安全課 
商品名等 
（電気用品名等） 紙幣帯封機 

１ 当該商品等の概要 
 
○用途、機能、性能 

本製品は、紙幣を帯封する装置である。紙幣を挿入すると、モーターにより、

融着剤がついた帯封テープがぐるりと紙幣をまわり、ヒーターで融着剤を溶かし

て接着した後、カッターでテープをカットして帯封する。 

 
 
 
 
○構造、仕様、意匠 

定格：ＡＣ１００Ｖ、５０／６０Ｈｚ、１．０Ａ 

寸法：Ｗ２０９ｍｍ×Ｄ２８４ｍｍ×Ｈ２１５ｍｍ 

重量：６．２ｋｇ 

 
 
 
 
○主な使用者、販売先 
企業 

 
 
 
 

２ 対象・非対象の解釈 

 

特定電気用品以外の電気用品のうち、電動力応用機械器具の「荷造機械」とし

て取り扱う。 
 

 

（理由） 

１の電源スイッチを共用する「電気接着器」と「荷造機械」の複合品と考えられ

るが、主たる用途は紙幣を結束することであることから、「荷造機械」で対象とし

て取り扱うことが妥当と判断する。 

 

 

 

 

 

 
 


